
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・「どちらも持っていない」児童生徒数の割合は学年が上がるほど少なくなる。 

・家の人とルールを決めている児童生徒の割合が一番多い。 

・どちらも決めていないという児童生徒の割合が学年を上がるほど多くなる。 

生活に関する事項の埼玉県との比較・分析 



 

 

・学年が上がるにつれ、「持っている」と答える児童生徒が減少する傾向がある。 

・特に、中学２年から「どちらかといえば、持っていない」「持っていない」生徒の割合が増加する。 

 



 

    ・小学校６年から中学校１年を境に、学校が休みの日の学習時間が増える。 

    ・全く家庭学習をしない児童・生徒が一定数いる。 


